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No.18男女共にいきいきと暮らせる町をめざす情報誌

中井町中井町中井町中井町中井町中井町中井町中井町中井町中井町中井町中井町中井町
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　昨年の10月１日（火）にNPO法人孫育て・ニッポン理事長

棒田明子氏を講師にお迎えし、男女共同参画推進講演会を

開催しました。

　今回の講演会では、現在子育て中の「親世代」とお孫さ

んのいる「祖父母世代」の方を対象に、事前のアンケート

調査を行い121名の方からご回答をいただきました。この

アンケート結果を基に棒田先生から解説、アドバイスをい

ただいています。

　私は、祖母と同居していたこともあり、その優

しさを肌で感じながら育ちました。おばあちゃん

の存在ってこんなに大きかったんだと気づいたの

は、自分が出産し、子どもと接している時でした。

　祖父母世代の方、お孫さんの心のオアシスになってあげてく

ださい。暮らしの知恵、遊びなど文化の継承をしてください。

　親世代は、褒めて育てたいと思っていても、日々の忙しい生

活の中で、気づけば怒ってばかり・・・ということも。

祖父母世代の方は、親世代のサポートをしてあげてください。

　多世代と関わることは、子ども達にとって、とても重要です。
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～心のオアシスに～

育児へのアドバイス・相談

孤独感がなくなる

絆が深められる

経済面

子供に多様な世代との交流を作れる

大人がリフレッシュできる
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子育てに祖父母が関わることの良いことは

自分自身の生きがいにつながる

家族の絆が深まる

孫の体調・怪我が心配

自身の生活のリズムが崩れる

体力的につらい
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感謝の気持ちを言葉で表す「ありがとう」。魔法の言葉です。

親世代の方、　長者を敬う心配りが大切です。　祖父母世代の方は、　「頑張り」　を認めてあげましょう。

　親世代の方は、小学校に上がるまでがゴールデンタイム！地域のおじいちゃん、

おばあちゃんと顔見知りになって、子どもの顔を覚えてもらいましょう。

　祖父母世代の方は、赤ちゃんや小さい子どもを連れたパパ、ママに話しかけ

てみましょう。

　具体的にどうするか？車や自転車ばかりでなく、歩いて行動しましょう。

　新しいつながりを作るためには「散歩」です。顔見知りが増えることで防犯に

もつながり、安心・安全なまちづくりにつながります。地域の人とつながりを持つことが大切です。

　子どもの育児方針を決めるのはパパ・ママです。そして

しっかりと伝えましょう。

　家族だから分かり合えて当たり前と思いがちですが、そ

れは違います。家族だからこそ話さないと分かりません。

　ただ、経済的支援、生活支援を受けすぎると手も口も出

てきますよ…。親世代は頼りすぎないこと、親になること

は生活、経済的自立です。祖父母世代の方も頼られすぎな

いようにし、断る勇気も時には必要です。

　温かい目で見てあげてください。

　手や口を出しすぎないように…お願いします。
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～地域で「子育て、孫育ての輪」を広げるためには～

お互いにどんなことを心掛けるべきですか

～家族だからこそ～

《親世代》

○　感謝の気持ちをもつ、伝える （14人）
○　お互いを尊重する、思いやりをもつ （12人）
○　それぞれの役割、分担の中で対応する （9人）
○　距離感を保つ （8人）
○　意見を押しつけない、批判しない （7人）
○　話し合う、相手の意見に耳を傾ける （3人）

《祖父母世代》

○　お互いを尊重する、思いやりをもつ （14人）
○　距離感を保つ、大目に見る （9人）
○　話し合う、相手の意見に耳を傾ける （7人）
○　それぞれの役割、分担の中で対応する （5人）
○　意見を押しつけない、批判しない （4人）
○　感謝の気持ちをもつ、伝える （3人）

（親・祖父母）世代から言われて「うれしい言葉」は

《親世代》

○　子どもを褒めてくれる言葉 （19人）

　（良い子、優しい子に育ったね　など）　
○　頑張っているね （15人）
○　子どもの成長を発見してくれる言葉 （6人）
○　ありがとう （2人）
○　また遊びにおいで （2人）

《祖父母世代》

○　ありがとう （20人）

○　体に気を付けて、長生きしてね　など

～ありがとう～

　育児をめぐっては、世代間ギャップによる

衝突も多いようです。

　育児で対立なんてもったいない。 し つ け

食　　事

病気の知識・対応
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世代間ギャップをどんな時に感じますか


